
－ 学校力育成のための 12 の提言 －

富士宮市 富士宮の学校力育成会議



１

○学級を基盤とした人間関係づくりに努めている。

○富士山学習ＰＡＲＴⅡが、子どもの自ら学ぶ力を伸ばす学習に

なっている。

○特別支援教育の推進に努めている。

●校長のリーダーシップのもと、組織として一層機能する必要が

ある。

●幼保・小・中学校間の円滑な接続が必要である。

●富士山学習ＰＡＲＴⅡの一層の充実が必要である。

○授業力向上に向け、研修を積んでいる。

○一人一人の子どもを大切にし、理解しようと努めている。

○個別の対応に応えようとしている。

●子どもから一層信頼される教師となる必要がある。

●授業力・生徒指導力の一層の向上が必要である。

●子どもとじっくり向き合える時間の確保が必要である。

○学校に協力的な家庭が多い。

○子どものために学校に協力している人が多い。

○読書活動が盛んに行われている。

○富士山学習ＰＡＲＴⅡを支える人が多い。

●さらに連携･協力できるよう、学校と家庭・地域をつなぐ体制

づくりが必要である。

●授業や学校行事等へ参観する機会を増やし、情報発信の工夫

と配慮が必要である。

●家庭が全ての子どもにとって、安らげるところであるために、

具体的な手立てを示す必要がある。

○あいさつがよくできる。

○富士山学習ＰＡＲＴⅡに進んで取り組み、地域への関心が高い。

○学校に喜んで登校する子どもが多い。

○体力は全国平均より高い。

●基礎・基本を身に付け、その力を実生活に結びつける必要がある。

●基本的生活習慣を身に付ける必要がある。

●希望や夢を大切にし、自信をもって生活することが望まれる。
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富士宮の子どもたちは…

小中学校は…

教師は…

学校と家庭・地域との連携・協力は…
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「富士山を心に、夢をもって生きる

子ども」を育てるために、学校、家庭・

地域及び教育委員会のそれぞれが、

単独ではなく、互いに働きかけながら

連携・協力し、一体となって富士宮な

らではの魅力ある学校づくりを推進

していく。

学校・教師

学ぶことの意味と喜びを実感させる

ことができる学校づくりをめざす。

教育委員会

各学校が、学校力を高め、特色

ある教育活動を推進できるよう

に教育環境を整備する。

家庭・地域

子どもの居場所として心安らぐ

家庭づくり、絆づくりに努める。

目指す子ども像

富士山は、やさしく励ましてくれたり、勇気づけたりしてくれ

る。そのような富士山を心に、未来に向けて希望や夢をもって、

一日一日を大切にして友達と協力し、勉強や運動に取り組み、

いっしょうけんめい生きる子ども。

２



３

○言葉やコミュニケーションを大切にした、学びの充実

○学ぶ過程を大切にした富士山学習ＰＡＲＴⅡの充実

○すぐれた芸術等との出会い

○体力つくりの推進

○食育やキャリア教育(働くことの意味を学ぶ教育)の一層の推進

○子どもたちを危機から守る対処方法の明示と家庭・地域との共有化

○家庭・地域からの信頼を深める広報活動の充実

○小中連携による富士山学習ＰＡＲＴⅡ、生徒指導等系統的な指導計画の作成

○早寝早起き朝ごはんや家事の分担の定着

○家族で会話を楽しむ「食卓の日」の充実

○ＰＴＡに地域住民が加わった学校応援団としてのＰＴＣＡの立ち上げ

○地域・公民館機能の充実と通学合宿の推進

○退職教職員等による学校支援体制の整備

○「あいさつの声が響く地域運動」や地域の交流活動の推進

○「教育の日」の設定

○会議や出張の見直しと授業研究の時間の確保

○様々な特性を持つ子どもに対応するための各種支援員の充実

○学校図書館司書の活用等による学校図書館機能の充実

○教職員の心の健康を守る相談体制の整備

○教職員の力量を高める教職員研修システムの充実

学校・教師へ

学校の方針を明確に示し、教員の協力体制が充実した学校。使命感を持ち、

指導力の向上を常に心がける、人として尊敬される先生。協働して子どもを

育てるための、保護者・地域との双方向のつながり。

家庭・地域へ

安定した家庭生活の実現と地域の活性化。学校を支える組織づ

くりと豊かな言語環境の整備。

教育委員会へ

「教育の日」を設定するなど、子どもと向き合うための条件整備や教職員の

専門性を高める体制づくり、学校評価等を基にした学校への支援。



Ｑ１ 「学校力」とは、どのような力ですか？

Ａ１ 子どもたちをよりよく育てるために、学校が組織として機能する力であり、また、家庭

や地域社会の支援によって生まれる学校の総合化された力です。教職員の資質向上や学

校、家庭・地域の連携・協力により、その力は高められていきます。

Ｑ２ 「富士宮ならではの教育」とは、どのようなことですか？

Ａ２ 富士宮の子どもの現状と課題を、いろいろな立場の市民の視点で把握・検討し富士宮

の環境的素材や、今まで培ってきたものをさらに生かしながら、地域に根ざした教育を

行うことです。

Ｑ３ 「確かな学力」とは、具体的にはどのような学力ですか？

Ａ３ 基礎的な知識・技能を確実に身に付け、それらを活用して、自ら考え、判断し、表現す

ることにより、さまざまな問題に積極的に対応し、解決する力です。

Ｑ４ 「富士山学習ＰＡＲＴⅡ」とは、どのような学習をするのですか？

Ａ４ 総合的な学習の時間のことです。富士宮市では、探究活動を中心に、地域を素材とした

学習を深く掘り下げ、子どもたち自らが学ぶ過程を通して、自ら学ぶ力を育てていくこと

をめざしています。

Ｑ５ 「ＰＴＣＡ」とは、どのような意味ですか？

Ａ５ 子どもをよりよく育てるために、ＰＴＡに地域住民（Ｃommunity）が加わり、学校、家

庭・地域住民が、これまで以上に力を合わせ連携・協力していくための組織です。
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